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（一般社団法人 日本私立薬科大学協会） 

令和６年度  事  業  報  告  書 

（令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31日まで） 
 

Ⅰ．事業の概要 

  6年制薬学教育が平成 18年度に導入されて既 19年が経過する中、平成 25年度

には薬学教育モデルコア・カリキュラムが改訂され、令和 5年 2月には。薬学教育

モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版）が策定され、令和 6年度入学生

から適用されている。ここでは、医療人として共通の価値観を共有すべく、薬学に

加え、医学・歯学を含む同時改訂が行われた。 

また、令和 5年には、6年制薬学部の定員抑制に関する文部科学省告示が行われ、

令和 7年度開設分から学部の新設が原則できなくなるなど、薬学を取り巻く環境は

大きく変化しており、これらの課題に対応するため、日本私立薬科大学協会（以下

「協会」という。）及び各大学は、連携して取り組んだところである。 

この間、薬学実務実習、薬学共用試験及び薬学教育第三者評価の実施等様々な課

題についても、協会の理事会、総会及び各種委員会を中心に検討を行うと共に、全

国薬科大学長・薬学部長会議、文部科学省及び厚生労働省等の調査・検討等に対応

したところである。 
 

 個々の事業内容については以下のとおりである。 

１．教育、研究に関する調査、検討 

（１）教育、研究体制等の整備について 

    6年制薬学教育に関する諸課題について調査・検討を行った。 

   その中で、第 4回 教育研究問題検討委員会を令和 7年 2月 19日に開催し、 

6年制薬学教育の将来像等について検討を行った。 

   また、全国薬科大学長・薬学部長会議、薬学教育協議会、薬学共用試験    

センター及び薬学教育評価機構等との情報の共有を図った。 

 

（２）薬剤師国家試験問題に関する検討について 

    第 109回薬剤師国家試験（令和 6年 2月 17日・18日実施）を受けて、協会

の「薬剤師国家試験問題検討委員会」検討７部会（「物理・化学・生物」、    

「衛生」、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」、「実務」）

による検討結果を踏まえ、同検討委員会で報告書としてまとめ、協会会長名で

厚生労働省等へ提出した。（令和 6年 7月 3日付） 

    また、「薬剤師国家試験問題検討委員会」の中から 2 名の委員が出席し、厚

生労働省医道審議会「薬剤師国家試験事後評価部会」（令和 6年 7月 17日開催）
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において、報告書を基に、参考人として意見を述べた。 
 

（３）薬学実務実習について 

    薬学実務実習に関する諸課題については、薬学教育協議会を中心に検討が行

われ、ここでは、「薬学教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版）」

に対応して、令和 5年 2月「臨床における実務実習に関するガイドライン」が

策定・公表された。また関連して、薬学実務実習における実習期間延長（8 週

間程度）に関する取扱いについて、薬学教育協議会を中心に検討が行われた。 

このほか令和 5年度私立薬科大学（薬学部）実務実習実態調査を実施すると

共に、その結果を踏まえ、薬学教育協議会において検討することとなった。 
 

（４）薬学共用試験について 

    令和 6年度薬学共用試験(CBT、OSCE)の実施状況及び薬学共用試験の課題等 

   について報告を受け、協会として検討し了承した。 

    このほか、全国薬科大学長・薬学部長会議の下に置かれた、「薬学共用試験 

専門委員会」における薬学共用試験の在り方等に関する検討内容について、 

協会として情報を共有したところである。 
     

（５）薬学教育第三者評価について 

  薬学教育評価機構の活動状況等について報告を受けた。 
 

（６）日本薬学会の報告について 

  日本薬学会の活動状況等について報告を受けた。 
 

２．協会の管理運営等 

（１）会長退任に伴う後任会長（会長代行）の取扱いについて 

    井上会長が令和 6年３月末で退任されることに伴う後任会長の取扱いに 

ついては、会長代行を置くこととし、楠副会長が会長代行となることが承認 

された。 

なお、会長代行の任期は、令和６年４月１日から同年６月４日開催の第１回

通常総会の終結の時までの前任会長の残任期間とした。 
 

（２）役員（理事等）の任期満了に伴う役員等の選任について 

    現役員の任期満了（令和 6 年 6 月総会まで）に伴う役員等（会長、副会長、

常務理事、理事、監事、参与等）の選任については、関係規程による手続きを
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基に、令和 6年 6月 4日開催の第１回通常総会において承認された。 
 

（３）顧問の選任及び顧問規程の制定について 

① 顧問の選任 

 顧問には、井上前会長を指名・承認された。 

  なお、顧問の任期は、令和 6年 6月 4日開催の第 1回通常総会終了後 

から 2年とし、再任を妨げないこととした。 
 

② 顧問規程の制定 

  顧問を置くことについては、既に定款第 26条で定めており、これを受け 

  て顧問に関する必要な事項を定めるものである。 

   なお本規程は、令和 6年 6月 5日から施行する。 
 

（４）令和 5年度事業報告・決算（案）及び監査報告について 

    令和 5年度事業報告・決算（案）及び監査報告については、令和 5年 4月 

23日の監事監査実施を受け、第 1回通常総会（令和 6年 6月 4日開催）におい

て承認された。 
 

（５）令和 7年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

    令和 7年度事業計画（案）及び収支予算（案）については、第 2回通常総会 

（令和 6年 11月 26日開催）において承認された。 
 

（６）会長及び副会長の職務執行状況の報告について 

    会長及び副会長の職務執行状況については、第 91回理事会（令和 6年 6月 

4 日開催）及び第 96 回理事会（令和 6 年年 11 月 26 日開催）において報告を   

行った。 
 

（７）令和 6年度教育賞の授与について 

    教育賞は、薬学教育に多大な貢献をし、薬学教育の進歩発展に特に功績の 

あった者に授与するものであり、本年度は 3 名を選考し、第 2 回通常総会  

（令和 6年 11月 26日開催）において承認し、教育賞を授与した。 

    （受賞者）3名 

     中村 智徳 （慶應義塾大学薬学部 教授） 

     岡村  昇 （武庫川女子大学薬学部 教授） 

     田村  豊 （福山大学薬学部 教授） 
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（８）日本私立薬科大学協会への入会申し込み及びその取扱いについて 

   ① 順天堂大学 薬学部の入会申し込み 

     本協会への入会申請があった順天堂大学 薬学部については、令和 6年 

6月 4日開催の第 1回通常総会において、入会を承認した。 
 

   ② 国際医療福祉大学 成田薬学部の入会に関する取扱いについて 

     同大学薬学部からの入会申請はなかったものの、順天堂大学薬学部同様、 

新たに設立した薬学部として、その取扱いを第 90回理事会（令和 6年 

5月 14日開催）において協議した結果、同大学から入会申請の意思表示が 

あった段階で、原則通り、入会金及び会費納入をお願いすることとした。 
 

（９）学生の入学定員及び入学者数調について 

    学生の入学定員及び入学者数調（令和 6 年 4月 1日現在）については、 

第 90回理事会（令和 6年 5月 14日開催）及び第 1回通常総会（令和 6年 6月 

4日開催）において報告を行った。 
 

（10）各種調査資料の作成について 

毎年度実施している学生数及び教職員数、学生納付金、及び入学志願者の動

向等の実態調査を行い、協会及び各大学の参考資料とした。 
 

（11）会報（「日本私立薬科大学協会だより」）の刊行について 

    協会が発行する会報「協会だより」については、事業活動状況（理事会等議

事録、各種調査結果等）、事業計画・報告、収支予算・決算及び大学紹介等の

内容で年 2回刊行し、各大学へ配布した。 
 

（12）広報活動について 

「6 年制薬学ガイド」については、6 年制薬学教育への理解及び普及を図る

観点から毎年度刊行し、これを全国の高校、予備校、大学及び関係団体等に配

布している。今回、「6 年制薬学ガイド 2026」の編集に当たり、イメージ図や

QRコードを取り入れるなど全体を見直した。刊行物は、全国の高校等へ令和 7

年 3月中旬に発送した。また、来年度についても引き続き刊行することが了承

された。   
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３．その他 

  ・各種会議等の開催通知及び会議用資料の作成等を行った。 

  ・法定帳簿等の整理及び確認を行った。 
   

４．関連事項 

（文部科学省、厚生労働省等の主な動き） 

  ・文部科学省及び厚生労働省から、当面する諸課題と題して、第 1回通常総会 

（令和 6年 6月 4日開催）及び第 2回通常総会（令和 5年 11月 26日開催）に 

おいて説明等があった。 

  ・文部科学省主催の「令和 6年度 薬学教育指導者のためのワークショップ」が、 

令和 6年 8月 30日に開催された。 

・第 24回「新薬剤師養成問題懇談会」（新六者懇）（令和 7年 2月 27日開催）が、    

文部科学省で開催された。 
  

（その他） 

  ・第 9回 日本薬学教育学会大会は、令和 6年 8月 17日・18日の両日、東京薬科

大学で開催された。 

関連して同大会及び来年度開催の第 10回大会（帝京平成大学）について、 

協会の後援名義を承認した。 

・令和 7年度「薬学実務実習広報用ポスター」（薬学教育協議会）について、 

協会の後援名義を承認した。 

・第 24回 JAPANドラッグストアショー（一般社団法人日本チェーンドラッグス

トア協会）について、協会の後援名義を承認した。 

・第 12回 アジア薬科大学協会（AASP）カンファレンス 2025について、協会の 

後援名義を承認した。 
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Ⅱ．理事会・総会等開催状況 
 

会  議  名 開 催 月 日 開 催 場 所  

（理事会）    

第 90回 理事会 令和 6.  5．14 （火） 「アルカディア市ヶ谷」 

第 91回 理事会 令和 6.  6． 4 〃      〃   

第 92回 理事会 

（新理事会） 

令和 6.  6． 4 〃      〃 

第 93回 理事会 令和 6.  7． 2 〃      〃 

第 94回 理事会 令和 6.  9. 24 〃      〃 

第 95回 理事会 令和 6.  11．5 〃      〃 

第 96回 理事会 令和 6.  11.26 〃      〃 

第 97回 理事会 令和 7． 3. 4 〃      〃 

    

（総 会）    

令和 6年度       

第１回 通常総会 

       

令和 6.  6． 4 

 

（火） 

 

「アルカディア市ヶ谷」 

 

第２回 通常総会 

 

令和 6. 11．26 

 

 〃 

               

     〃 

 

Ⅲ．各種委員会開催状況 
 

委 員 会 名 開 催 月 日 開 催 大 学 等 

部局長会議    

第 43回 事務局長会議 令和 6． 7．12 （金） （国際医療福祉大学） 

第 44回 学生部長会議 令和 6. 11．29 〃 （帝京平成大学） 

第 44回 教務部長会議 令和 6．11．22 〃 （横浜薬科大学） 

    

第 109回 薬剤師国家試験 

問題検討委員会・7部会              
7部会随時開催  WEB・メール会議で実施            

第 1回 薬剤師国家試験問題 

検討委員会 
令和 6.  6.  7 （金） WEB会議（協会事務局） 
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委 員 会 名 開 催 月 日 開 催 大 学 等 

第 1回教育賞受賞者選考委員会 令和 6． 7. 2 （火） 「アルカディア市ヶ谷」 

第 2回教育賞受賞者選考委員会 令和 6. 11.  5 〃      〃 

    

第 1回 広報誌編集委員会 令和 6.  9. 18 （水） 対面・WEB会議（協会事務局） 

第 2回 広報誌編集委員会 令和 6. 10. 23 （水） 協会事務局  

第 3回 広報誌編集委員会 令和 6．11. 19 （火） WEB会議（協会事務局） 

第 4回 広報誌編集委員会 令和 6. 12．16 （月） 協会事務局 

    

第 1回 教育研究問題検討 

委員会 
令和 5.  4. 10 （月） 

対面・WEB会議 

「アルカディア市ヶ谷」 

第 2回 教育研究問題検討 

委員会 
令和 5．10. 18 （水） 「アルカディア市ヶ谷」     

第 3回 教育研究問題検討 

委員会 
令和 6． 1. 26 （金） 

対面・WEB会議 

「主婦会館プラザエフ」 

第 4回 教育研究問題検討 

委員会 
令和 7． 2． 19 （水） 「アルカディア市ヶ谷」  

 

Ⅳ．調 査 実 施 項 目（調査対象：私立薬科大学・薬学部） 
  

１．令和 5年度 卒後教育実施状況調 

２．令和 5年度 実務実習実態調査 

３．令和 6年度 入学志願者動向調（志願者、合格者、入学者等） 

４．令和 6年度 大学院入学志願者数等調 

５．令和 6年度 入学定員及び入学者数調 

６．令和 6年度 学生数調（学部学生・大学院生）（令和 6年 5月 1日現在） 

７．令和 6年度 専任教員及び職員数調（令和 6年 5月 1日現在） 

８．令和 6年度 在学生（3年生）出身校都道府県別調（令和 6年 6月 1日現在） 

９．令和 7年度 学部学生納付金調 

10．令和 7年度 大学院生納付金調 


